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論文審査の結果の要旨 
学位審査委員会は平成 30 年 8 月 15 日(水) 16:00~17:50、日高キャンパス教育研究棟「カンフ
ァレンス R  L-2-1」において行われた。申請者のプレゼンテーション、審査委員からの質疑応
答の後、審査委員による検討が行われた。 
 
【論文審査の結果】 
まず審査に先立ち、本論文が Thesis であること、本研究が人を対象とする医学研究で埼玉医科
大学総合医療センター倫理委員会ならびに博士課程運営委員会倫理審査小委員会での承認が得ら
れており、学位審査の対象として問題ないことが確認された。 
 本研究の背景として、Ⅰ－Ⅱ期の非小細胞肺癌に対して行われる体幹部定位放射線治療
(Stereotactic Body Radiation Therapy：以下 SBRT)の分割照射期間中には腫瘍の体積変化、腫
瘍中心位置の変化が生ずることが近年指摘されている。これらの変化を正確に評価することによ
って、腫瘍に対するより確実な照射野を確保し、局所制御の向上と有害事象の軽減を図ることが
SBRT の臨床に重要な事項である。 
本研究では SBRT の治療過程で、治療前、2 回目照射時、7 回目照射時の腫瘍の形態変化につ
いて詳細に検討し、患者背景や治療前の腫瘍の性状などとの関連について検討された。2015 年 4
月から 2016 年 12 月の間に SBRT が施行された 20 症例を対象として検討がなされた。今回の
SBRT は照射による正常組織の晩期反応軽減のために 56Gr／7 分割(週 3 回、2.5 週間)の中等度
寡分割で行われているが、中等度寡分割 SBRT における照射過程での腫瘍の変化についての評価、
報告は少ない。 
 中等度寡分割SBRT照射治療2.5週間における腫瘍の体積変化と腫瘍中心座標の変化は治療開始
早期で体積の一過性増大が認められることが判明した。特に治療前の PET/CT における SUVmax 値
が 9未満の腫瘍で一過性増大が起こる可能性が高く、患者が 70 歳未満、腫瘍周囲の肺胞壁の破壊
が認められる場合、腫瘍が腹側に存在する場合には、腫瘍の位置変化が大きい傾向が認められた。
放射線照射治療を行う場合にこれらのことを考慮することにより、適切な照射野と照射量を設定
してより効果的な照射と有害事象発生の減少につなげることが可能であると考えられた。 
学位審査委員会において申請者により研究内容についての 45 分間のプレゼンテーションが行
われた後、審査委員による下記の質疑(抜粋)と申請者の応答が約 50 分間にわたって行われた。 
○放射線治療期間内の腫瘍体積の変化の統計処理の詳細について。 
○治療対象が肺末梢の微小な結節を呈するⅠ－Ⅱ期の非小細胞肺癌であり、病理診断が難しいと
思われるが、どのように確定診断したのかについて。 
○治療中の腫瘍の一過性増大は、腫瘍の増大ではなく局所の炎症、浮腫などによる体積の増大で
ある可能性はないのか。 
○腫瘍周囲の肺胞壁破壊の所見は病理組織学的に確認できたのか。 
○腫瘍中心座標の変位が治療を行うにあたって臨床的にどのように問題となっているのか。 
○SBRT は通常 48Gy/4 分割（週 4回、1週間）を推奨しているが、正常組織の晩期反応軽減を目的
として中等度寡分割法 [56Gy/7 分割（週 3回、2.5 週間）] が施行されたが、CT も随時撮影する
ことからコストや患者さんの被ばく線量に関し問題点は生じないか。 
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○Slow CT scan でゆっくりと自由呼吸下で撮像して得られた陰影は呼吸性変動を含む内的標的体
積(internal target volume：ITV)であり、現実には肉眼的腫瘍体積(gross tumor volume：GTV)
としてよいのか。Slow に撮像した場合、画像の辺縁が不明瞭化する可能性もある。ITV を GTV と
しても問題ないのか。 
○本研究は retrospective study で治療時には腫瘍増大を反映した照射変更は行っていないと思
われ、現時点で再発例がないことから腫瘍細胞には十分に照射された可能性が高いが、計画標的
体積(planning target volume：PTV)を広げる必要はあるのか。 
 
これらの質問に対して申請者は的確かつ丁寧に対応、回答し、研究者自身が本研究を遂行して、
研究内容について十分な理解を持っていることが証明された。また、専門的知識、研究解析力、
科学的考察力についても十分に備えられていることと誠実な人間性が感じられることも委員の一
致した見解である。本研究は肺癌に対する放射線治療の基本的な考え方と今後の進展に寄与する
もので十分に評価されるものと思われた。 
 
 以上より審査委員会は委員全員の一致した意見として本論文および申請者が学位授与に相応し
いと判定した。 
